
【基本的方向性１】家庭・地域の教育力向上

取組 主な施策 令和２年度の取組内容・成果 部局 担当課

くまもと子育て応援プロジェクトの開催など、
子育て親子の交流の場の提供

○　例年体験イベント等を開催していたが、今年はコロナ禍に配慮し、オンラ
インイベントを実施した（2/5、2/12の2回）。インスタグラムのライブ配信を
使って生放送で配信を行い、専用のアカウントは200人以上のフォローがあ
り、配信中に多くのコメントをいただいた。
○　子ども未来課、社会教育課が取り組む子育て関連事業の紹介や、くまモ
ンやソプラノ歌手兼リボン講師の赤池優さんのオリエンテーション、NPO法人
子育て談話室の柴田恒美理事長の育児相談等を配信した。

健康福祉部
子ども未来
課

子育てを応援する事業所等の登録募集の
実施

○　子育てを応援する企業、店舗等を「子育て応援団」として募集・登録し、
その活動を広報、支援した。登録件数は、R3.3月末現在で延べ3,405件と
なっている。

健康福祉部
子ども未来
課

子育てを応援する事業所等の登録募集の
実施

○　パンフレットやステッカーの配布等により、子育てを応援する事業所等の
登録募集を行い、その登録数を前年度より増加させた。（R2登録数　１社、
合計 1,222社R.3.3.31現在　）

商工労働部
労働雇用創
生課

被虐待児童とその家族への総合的な支援

○　児童虐待防止の啓発活動のほか、児童福祉司及び児相心理士の増員
による児童相談所の体制強化や児童家庭支援センターの増設、一時保護
専用施設の設置など、被虐待児童とその家族に対する総合的な支援を行っ
た。

健康福祉部
子ども家庭
福祉課

３　就学前教
育の充実と小
学校以降の教
育との連携強
化

「放課後子供教室」の実施と「放課後児童ク
ラブ」との連携

○　放課後子ども総合プランについて理解を深めるとともに、配慮を要する
子どもや保護者に対するよりよいコミュニケーション方法を学ぶことにより、
関係者の資質向上を目的とした研修会を開催。
○　R2年度はコロナ禍に配慮し、研修動画をYouTubeに配信し、受講する方
法で開催。（再生回数７８５回）

健康福祉部
子ども未来
課

取組 主な施策 令和２年度の取組内容・成果 部局 担当課

スクールカウンセラー、スクールソーシャル
ワーカーなどの学校や教育事務所等への
配置による学校支援体制の充実

○　いじめなどの課題を抱える私学生徒及び学校を支援するため、スクール
ソーシャルワーカーを派遣（支援実施人数１８７人、支援件数　延べ１，３２３
件）〔再掲：取組６〕
○　平成２７年度からは、各学校毎に担当のSSWを派遣する担当制を導入。
〔再掲：取組６〕

総務部 私学振興課

○　令和２年中、県下で肥後っ子サポート教室２１７回（非行防止教室１１３
回、薬物乱用防止教室８０回、保護者教室２４回）を実施した。
○　令和２年中、非行等の問題行動について、警察から学校へ４４８人、学
校から警察へ２３３件の連絡を実施した。

警察本部
生活安全企
画課

○　令和２年度中、熊本県内の小・中学校と高校の生徒、保護者、教職員等
に対するサイバー犯罪被害防止講話を２３６回実施した。

警察本部
サイバー犯
罪対策課

６　不登校へ
の対応

スクールカウンセラー、スクールソーシャル
ワーカーなどの学校や教育事務所等への
配置による学校支援体制の充実

○　不登校の課題を抱える私学生徒及び学校を支援するため、スクール
ソーシャルワーカーを派遣（支援実施人数１８７人、支援件数　延べ１，３２３
件）〔再掲：取組５〕
○　平成２７年度からは、各学校毎に担当のSSWを派遣する担当制を導入。
〔再掲：取組５〕

総務部 私学振興課

 第３期くまもと「夢への架け橋」教育プラン 基本的方向性の取組一覧　（知事部局・警察本部）

【基本的方向性２】安全・安心に過ごせる学校づくり

２　地域の教
育力の向上

５　いじめへの
対応

・「性に関する指導に係る講演会」や「思春
期保健教育講演会」等の実施

資料５
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取組 主な施策 令和２年度の取組内容・成果 部局 担当課

○　私立の高等学校、専修学校高等課程等に在籍する生徒に対し、就学支
援金を支給。（１５,８１８人、約４３億円）
○　令和２年度から新たに高等学校専攻科に在籍する生徒に対し、就学支
援金を支給（１９４人、約５，６００万円）

総務部 私学振興課

○　低所得世帯の生徒に係る授業料等の減免を行う１３校（３８人分）に対
し、合計約２４０万円を補助
○　被災した生徒に係る授業料等の減免を行う３８校（９７９人分）に対し、合
計約１億４，０００万円を補助〔再掲：取組１９〕

総務部 私学振興課

○　熊本地震により被災された世帯（「熊本県育英資金（被災特例枠）」の貸
与を受けていた方）から大学等に進学する方に対して、給付型の応援資金
（自宅通学：10万円/人、自宅外通学：３０万円／人）を支給した。（3人）〔再
掲：取組１９〕

総務部 私学振興課

「性に関する指導に係る講演会」や思春期
保健教育講演会」等の実施

○　予期しない妊娠を予防するため、高校生を対象とする思春期保健教育
講演会を実施した（11校）。また、県女性相談センターで思春期保健相談を
実施した（205件）。
○　県内全ての高等学校に思春期相談窓口啓発カードを配布した。

健康福祉部
子ども未来
課

生活保護世帯・生活困窮世帯やひとり親家
庭の子供等に対する学習支援

○　生活保護及び生活困窮世帯の子どもに対して、塾形式による学習支援
や家庭訪問による生活習慣・育成環境の改善に関する助言等の支援を行っ
た。令和2年度の事業参加者：252名（熊本市除く）
○　ひとり親世帯等の子ども達に学習の場・安らぎの居場所等を提供する地
域の学習教室を県内各地で実施することで、子どもたちが夢を実現できるよ
う支援した。

健康福祉部
社会福祉課
子ども家庭
福祉課

育英資金の貸付、母子父子寡婦福祉資金
貸付、国の「奨学のための給付金」の給付

○　ひとり親世帯等の子どもの就学に必要となる修学資金や就学支度資金
等の貸付を実施し経済的な自立を支援した。

健康福祉部
子ども家庭
福祉課

取組 主な施策 令和２年度の取組内容・成果 部局 担当課

９　豊かな心
を育む教育の
充実

・地域の伝統文化に触れ、体験する機会の
提供

○　県立劇場の文化事業を実施するとともに、地域の伝統文化・芸術に触れ
る機会と伝統文化の継承のための事業を実施した。
・清和文楽衣装制作ワークショップ
・清和文楽人形指導
・清和文楽新作公演「肥後アマビエ戀歌異聞」の上演

企画振興部
文化企画・
世界遺産推
進課

１１　社会の変
化に対応した
教育の推進

学校における関係機関と連携した主権者教
育講演会、選挙出前授業の実施

○　教育や国税、県税、市町村税の各関係機関で構成する「熊本県租税教
育推進協議会」が小・中・高校生を対象とした租税教室を194校で222回開催
した。
○　県内小中学校の中から「熊本県租税教育推進協議会」が県内各地区1
校（合計10校）に租税教育実践校を委嘱した。

総務部 税務課

取組 主な施策 令和２年度の取組内容・成果 部局 担当課

 特別支援学級担当指導力向上研修、通級
指導教室担当者連絡会等、専門性向上の
ための研修を実施

発達障がいに関して専門知識を有する相談員を私立学校に派遣し、校内支
援体制構築を支援した。（校内委員会設置：２１校、特別支援コーディネー
ターの設置：２１校）〔再掲：取組１９〕

総務部 私学振興課

・就労支援ネットワーク会議による教育・福
祉・労働等の関係機関と連携した就労支援
の強化

○　障害者就業・生活支援センターを県内６箇所に設置し、障がい者の職業
生活における自立を図るために、雇用、保健、福祉、教育等の地域の関係
機関と連携し、就業面及び生活面における一体的支援を実施した。
　【R2実績】・相談、支援件数：15,361件
 ・一般事業所等への就職件数：239件

商工労働部
労働雇用創
生課

【基本的方向性３】確かな学力、豊かな心、健やかな体の育成

７　貧困の連
鎖を教育で断
つ

・経済的理由により就学が困難な生徒の授
業料等を減免する私立高校に対する補助
・育英資金の貸付、母子父子寡婦福祉資金
の貸付、国の「奨学のための給付金」の給
付

【基本的方向性４】　障がいや多様な教育的ニーズに応える

１２　特別支援
教育の充実
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取組 主な施策 令和２年度の取組内容・成果 部局 担当課

１６　外国語教
育、国際教育
の充実

中高生を対象とした時習館構想の一つであ
る「海外チャレンジ塾」の実施

○　将来の熊本を支えるグローバルな人材を育成するため、中高生を対象
に海外進学に必要な英語能力向上やグローバル人材に求められる能力養
成のための講座や海外進学・留学の相談助言などに取り組む「海外チャレ
ンジ塾」を実施した。（２３名受講、海外進学コースの高３生３人が海外進学
予定。また、高校生３人が海外高校へ留学予定）。[再掲１９]

総務部 私学振興課

１７　優れた才
能や個性を伸
ばす教育

・小中学校でオーケストラ、音楽劇、歌舞伎
等の本物に触れる巡回公演を実施

○　県立劇場主催の事業を実施した。
・演奏家派遣アウトリーチ＆コンサート（4市町16小学校等）
・アートキャラバンくまもと（県内学校等1箇所）
・ケンゲキオンラインスクール（302クラス参加）

企画振興部
文化企画・
世界遺産推
進課

中高生を対象とした時習館構想の一つであ
る「海外チャレンジ塾」の実施

○　将来の熊本を支えるグローバルな人材を育成するため、中高生を対象
に海外進学に必要な英語能力向上やグローバル人材に求められる能力養
成のための講座や海外進学・留学の相談助言などに取り組む「海外チャレ
ンジ塾」を実施した。（２３名受講、海外進学コースの高３生３人が海外進学
予定。また、高校生３人が海外高校へ留学予定）。[再掲１６]

総務部 私学振興課

「私学の魅力アップ事業」等を活用した各私
立中学・高等学校の特色ある教育活動等の
支援

〇　選ばれる私学に向けて魅力を高めていくために、各校が自ら創意工夫し
て行う取組みを支援した。（Ｒ２：１０校１８事業）

総務部 私学振興課

「私学の魅力アップ事業」等を活用した各私
立中学・高等学校の特色ある教育活動等の
支援

○　学業やスポーツ、文化活動等において、他の生徒の模範となる高校生を
表彰した。（私立２３人、公立６１人、特別支援学校１６人及び２グループ）
○　いじめなどの課題を抱える私学生徒及び学校を支援するため、スクール
ソーシャルワーカーを派遣。（支援実施人数１８７人、支援件数 延べ１,３２３
件）〔再掲：取組５，６〕
○　平成27年度からは、各学校毎に担当のＳＳＷを派遣する担当制を導入
〔再掲：取組５，６〕
○　発達障がいに関して専門知識を有する相談員を私立学校に派遣し、校
内支援体制構築を支援した。（校内委員会設置：21校、特別支援コーディ
ネーターの設置：21校）〔再掲：取組１２〕

総務部 私学振興課

○　低所得世帯の生徒に係る授業料等の減免を行う１３校（３８人分）に対
し、合計約２４０万円を補助
○　被災した生徒に係る授業料等の減免を行う３８校（９７９人分）に対し、合
計約１億４，０００万円を補助〔再掲：取組７〕

総務部 私学振興課

○　熊本地震により被災された世帯（「熊本県育英資金（被災特例枠）」の貸
与を受けていた方）から大学等に進学する方に対して、給付型の応援資金
（自宅通学：10万円/人、自宅外通学：３０万円／人）を支給した。（3人）〔再
掲：取組７〕

総務部 私学振興課

取組 主な施策 令和２年度の取組内容・成果 部局 担当課

・防災教育に関する手引等を活用した授業
及び実践的な避難訓練の実施

○　学校における防災意識の醸成、防災訓練等の実施
・新聞、ラジオ等の情報媒体を活用した広報を実施した。
・県下一斉災害時初動対応訓練（シェイクアウト訓練）を実施した。

知事公室
危機管理防
災課

○　熊本県内の各警察署管内において、未就学児、小学生、中学生及び高
校生を対象とした交通安全教室（５３５回、３７，１７４人）や各種キャンペーン
等を実施し、参加者の交通安全意識の高揚を図った。
○　未就学児の日常的な集団移動経路等における安全確保のため通園路
に信号機（２基）を設置し、通学路に信号機（３基）、横断歩道（４５箇所）を設
置するなど、交通環境を整備した。

警察本部 交通企画課

○　熊本県防犯協会連合会と連携し、県内小学校１校に通学路見守りカメラ
３台を設置した。
○　令和２年度中、学校対象の不審者対応訓練を９７回実施した。
○　令和２年度中、学校対象の防犯講話を１１４回実施した。

警察本部
生活安全企
画課

【基本的方向性５】　キャリア教育の充実とグローバル人材の育成

「私学の魅力アップ事業」等を活用した各私
立中学・高等学校の特色ある教育活動等の
支援

２７　学校の防
災・安全対策
の推進

【基本的方向性７】　子供たちの学びを支える

１９　私立学校
の振興（熊本
時習館構想の
推進）

・登下校防犯プランに基づく登下校時の安
全の確保に向けた対策の充実
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取組 主な施策 令和２年度の取組内容・成果 部局 担当課

２８　新型コロ
ナウイルス感
染症等への対
応 防災教育に関する手引き等を活用した授業

及び実践的な避難訓練の推進

○　国や県教育庁から周知依頼や情報提供を受け、所管学校へ周知し各学
校の感染症対策の取組を支援した。
○　学校に対するマスク、消毒の購入等、感染症対策に係る費用の一部を
補助した。
（中学校８校、高校２３校、専修学校３校：計３４校）
○　修学旅行の追加費用の一部を補助する制度を創設し、補助した。（２校）

総務部 私学振興課

取組 主な施策 令和２年度の取組内容・成果 部局 担当課

２９　文化に親
しむ環境づくり

・県立美術館等における展覧会の充実や、
県ゆかりの所蔵品等を活用した体験活動の
推進
・地域の文化財を題材とした出前授業や体
験活動、講座等の活用事業の推進

○　博物館ネットワークセンターで、県内の自然や文化に関する企画展を開
催するとともに、県内各地で移動展示を行った。
○　収蔵資料を活用した移動展示を県内各地で実施するとともに、収蔵資料
データベースをインターネット上で公開した。
○　県内の文化活動のレッスン動画を配信し、コロナ禍の中でも文化芸能活
動に触れる機会を提供した。
〈再掲〉
○　県立劇場の文化事業を実施するとともに、地域の伝統文化・芸術に触れ
る機会と伝統文化の継承のための事業を実施した。
・清和文楽衣装制作ワークショップ
・清和文楽人形指導
・清和文楽新作公演「肥後アマビエ戀歌異聞」の上演

企画振興部
文化企画・
世界遺産推
進課

３０　文化財の
保存・活用

文化財の指定等による保護措置の推進

○　鞠智城跡の特別史跡指定及び国営公園化の推進
○　県内外で鞠智城キャラクター「ころう君」を使ったキャラバン隊による広報
活動や「ころう君」によるTwitterやYouTube配信を行うことで、全国的知名度
や歴史的価値の向上を図った。なお、全国的イベントのミュージアムキャラク
ターアワード２０２０では、「ころう君」が１位に輝き、鞠智城の全国的認知度
を大きく向上させることができた。

土木部 都市計画課

３２　競技ス
ポーツの振興

大規模スポーツイベント開催及び誘致への
協力・支援

○　令和３年度日本ハンドボール選手権大会（女子の部）の本県誘致を行っ
た。
○　ツール・ド・九州の本県開催に向け、自転車関係者の意見聴取などの誘
致活動を行った。

観光戦略部 観光企画課

・県民カレッジ等における生涯学習プログラ
ムの開発、学習機会の提供及び学習成果
活用の仕組みづくり

○　学校移動展示用パッケージを各教育事務所管内の小中学校において、
授業等での活用促進を図った。

企画振興部
文化企画・
世界遺産推
進課

・県民カレッジ等における生涯学習プログラ
ムの開発、学習機会の提供及び学習成果
活用の仕組みづくり

○　県下各警察署管内において、各種交通安全教室（８９９回、５６，９９６
人）を開催し、交通安全意識の高揚を図った。

警察本部 交通企画課

取組 主な施策 令和２年度の取組内容・成果 部局 担当課

「熊本地震震災ミュージアム」の活用推進

○　震災遺構（旧東海大学阿蘇キャンパス）における防災学習等の受入れ
・1,800人を超える県内小中高校生が来訪した。（R2.8月～R3.3月末）

○　回廊型フィールドミュージアムにおける平成28年熊本地震の教訓等の伝
承
・県内10か所の拠点施設や26か所の震災遺構に延べ87万人を超える方々
が来訪した。
・語り部や解説ガイドにより来訪者に平成28年熊本地震の教訓等の伝承を
実施した。

観光戦略部
観光交流政
策課

「防災・減災教育旅行プログラム」の活用推
進

○　左記プログラムの県内学校での活用を進めるため、県内の学校の先生
を対象としたオンライン説明会を２回実施し、プログラムの周知を行った。（１
回目：７１名（５３校）２回目：３６名（３０校））
○　防災・減災プログラム動画を制作した。

観光戦略部 観光振興課

【基本的方向性９】災害からの復旧・復興

３４　災害から
の復旧・復興

【基本的方向性８】文化・スポーツの振興と生涯学習の推進

３３　学習機会
と学習成果活
用の充実
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